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セントヘレナの町と投錨地。E. L. Jackson著St.Helena,1903より。
セントヘレナの海岸通り（銅版画）。E. L. Jacksonの前掲書より。
はじめにアフリカの西海岸沖にうかぶセントヘレナ
 Saint H
elena 島は、英領の火山島である。アフリカ大陸から、二八〇〇キロ離れた孤島である。こ
の島が有名になったのは、ナポレオン一世（一七六九～一八二一）がここに幽閉されてからである。こんにち寄港する船も少ないため、島の経済活動は、漁業、家畜農園、手工芸品などによっておこなわれているが、活気がないようだ。島の人口は、四二五五人（平成二十年の統計）だという。セントヘレナの位置は、
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南緯一五度五五分二六秒西経五度四二分三〇秒
（
1）
である。島の周囲は二八マイル（約四四キロ）である。帆船時代この島は、大西洋とインド洋とをむすぶ交通の要
よう
衝しょう
であった。しかし、汽船が発
明され、またスエズ運河（エジプト北部
―
スエズ地峡に建設された航洋運河、一八六九年に完成）が開通した
ことによって、その重要性をうしなった
（
2）
。
 
絶海の孤島ともいうべきセントヘレナ島が、一躍有名になったのは、フランス皇帝ナポレオン・ボナパルト
（一七六九～一八二一、一八〇四～一五在位）の流刑地であり、ここで亡くなったからである。筆者がこの島に興味をもつに至ったのは、そのようなことではない。じつはセントヘレナは、日本人と縁あさからぬ島であり、邦人は約四五〇年以上もまえからここに寄港し、かつ上陸していると考えられるからである。先人が残した数少ないこの島の観察記録と体験談にはずいぶんおも ろいものがある。いまそれ を資料とし、そのときの状況を再現してみよう。
そのまえにセントヘレナ島の地勢と歴史につ て瞥見しておこう。セントヘレナ島は、もっとも近い島
―
アセンション島（アフリカの西方
―
南大西洋中部、イギリス領の火
山島）の南東からでも七〇〇マイル（約二一二〇キロ）ある。イギリスからだと四〇〇〇マイル（約六四〇〇キロ）ある。土地の広さは約四五平方キロ
（
3）
である。同島は火山島
（
4）
であることは明らかで、山のかたちは、遠くから
見るとピラミッド型をしている。オランダにむかう幕生・沢太郎左衛門が、遠く 見た島のかたちは、「くじら」のようであった
（
5）
。海上から見ると、この島はひじょうに荒涼とした印象をあたえた。いっそう島に近づくと、
堂々とした、不毛の山の つまり
（
6）
―
山や岩がけわしくそびえ立っているのがわかった
（
7）
。屹立した、ほとんど
オランダ留学生の一行をのせたテルナーテ号から見たセントヘレナ島。これは幕生・
赤松大三郎の日誌にあるスケッチ。本船から同島までの距離12キロ。
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垂直な崖が、島を取りかこんでいる。昔からのこの火山島は、大洋による浸食と大気による削
さく
剥はく
作用によって
（
8）
いまのような形になったのだが、同
島の基礎をなしているのは玄
バソー ルト
武岩である。その表面には熔岩と岩
がん
滓し
（燃えかす状の熔岩）とが散在している。
島土は火山性質であるため、石が多く、その色は黒い褐色である
（
9）
。また白ぼく性の粘土のような土もあり、雨がふると糊
のり
のようになってクツに
こびりつき、その重みで歩くのが困難になる
（
10）
。同島は海上から見ると、荒れはててさびしい感じがするが、島内に入ると、山頂から谷にいたるま
で草木が繁茂し
（
11）
、ゆたかな緑葉におおわれている。土地は数多くの泉から供給される水によってうるおっている
（
12）
。内地は耕作をよくしている。
穀物や野菜、くだものとして、つぎのようなものを産する。
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（
13）
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キャベツ
　　
大根
　　
赤菜
　　
葱ねぎ
　　
セロリ
（
14）
ほかに魚肉も豊富にある。魚類は島のまわりで漁 、その種類は七〇ほど、エビやカニもとれる。肉類としては、新鮮な牛肉・羊肉・鶏肉など
がいつでも手に入る。
気候はどう 。一年中いささかの変りもない東南の〝貿易風〟がふき
（
15）
、雨がふり、熱帯のはげしい太陽が照りつける。一年を通じてつねに同じ季節である。
―
四季の変化はなく、春もなければ夏もない、秋もなければ冬もない。が、比較的温和な風土である
（
16）
。ときどき地震がおこり、大きな津波に襲
われたこともあった（一八四九・二・一七） 。
気温は、台地のロングウッドでは、プランテーション・ハウス（総督の夏 別荘）よりも低く またジェームズタウンの街中 はやや高い。
華氏六〇度～七三度（屋内）……プランテーション・ハウス五二度（戸外）……………………六月から九月（冬季）
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夏の雨は一月か二月に降り、冬の雨は七月か八月にふる。島の歴史について。セントヘレナ島を発見したのは、ポルトガルの航海者ジョアウ
ン
・ダ・ノーヴァ・カステーラ
（
17）
であり、一五〇一年五月二十一日のことであっ
た（
18）
。一五一二年フェルナンデス・ロッペスというポルトガル人が、同島に最初に移住した。かれはポルトガルの一兵卒であった。インドにおいて
逃亡のかどで、刑を執行され、一生不具となったので、ヨーロッパに帰来する途中、島に唯ひとり残された。セントヘレナに寄る船舶は、この者に羊や鶏、その他の家畜や、いろいろな野菜の種子をあたえた。土地は肥沃であったから、しばらくすると増殖した
（
19）
。
　
その後、オランダ人がこの島を領有したが、一六五一年喜望峯 代りにそれを放棄した。そのあとイギリス東インド会社が島を領有し、イギリ
スとインドとの間の碇泊所となった
（
20）
。オランダ人は、一六六五年と一六七三年に二度、同会社の兵を追い出そうとしたが失敗した。そのときから
一八三三年四月二十二日まで、島は同会社に属していたが、このときイギリス国王のものとなった
（
21）
。セントヘレナ島は、スエズ運河が開通するま
ラダーヒル（はしごの丘）とジェームズタウンの町。
E.L.Jacksonの前掲書より。
ジェームズタウンの町（銅版画）。（McGill University Library蔵）
（6）141
で、寄港地として繁栄した。この島は、ボーア戦争（一八九九～一九〇二）のとき、ボーア人（オランダ系の南アフリカ移住者）の抑留所として用いられた。こんにちとくに目立った産業はないようだが、亜麻栽培がおこなわれ、亜麻織物やロープなどを輸出している
（
22）
。
　
町のおもな建物と名所旧跡について。
砲台
	 ………………………………………………………………………
岬に三ヶ所ある。
報（タイム ・ ボール）
時球
	 …………………………………………………………………
港長の住居のわきにある。測候所でさお
0
から落下させて時を知らせる。
教会
	 ……………
セント・ジェームズ教会（町中）
 
セント・ポール教会（郊外）
ストラーズ・ホテル（
S
torer ’s H
otel ）
	 ………………………………
ジェームズタウンにある三階建のホテル。戸口に入って右側に二部屋ある。二階は大食堂。三階は寝室が十部屋ある。
ラダーヒル（はしごの丘
―
L
adder H
ill ）
	
……………………………
海抜六〇〇フィー の所に位置し、はしご状の道を七〇〇段登ってゆくと頂上にいたる。頂上には観測所（一八二三年十月に設けられた）と砲台がある。むかしは「砦フォートヒル
の丘
」とも呼ばれた。旗ざおがある所は、さらし絞首台として用いられたこと
もある
（
23）
。
　
ザ・ブリアール（
T
he B
riars ）
	 …………………………………………
イギリス東インド会社の御用商人バルクーム 持家。ナポレオンがロングウッドの住居へ移るまで滞在した二階屋。この家 ち タウン 船舶用雑賀商ソロモンとモスが共有す 別荘になった。一九五 年電信会社の所有に帰したが、バルクームの曾孫がこれを買いとり、フランス政府に寄贈した。いまはイギリス側の「セントヘレナ資料館」になっているようだ
（
24）
。
　
ナポレオンの旧宅（
L
ongw
ood O
ld H
ouse ）
	 …………………………
ロングウッドという山上の平野 ある、二十四、五坪 木造家屋。一八一五年十一月から一八二一年五月五日まで、約六ヵ年をすごした所 部屋は、玄関の間・室・台所・食堂・浴室・玉突き部屋・従者の部屋・将官の部屋などから成る。は〝十字架〟状をしている。
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ナポレオンの墓所（
N
apoleon ’s T
om
b ）
	 ………………………………
ナポレオンは一八二一年五月九日に埋葬された。入口に番所がある。墓所は約六四坪、まわりに木製の囲いがある。中に平の石が置いてある。一八四〇年十月十五日改葬され、遺体をパリ パンテオンに移した。
プランテーション・ハウス（
P
lantation H
ouse ）
	 ……………………
風光明びな所にあるイギ ス総督の公邸（三階建） 。
ニューハウス（ナポレオンの新宅
―
L
ongw
ood N
ew
 H
ouse ）
	
……
旧宅から西に三〇〇メートルほど行ったところにある新邸。ナポレオンが在世ちゅうに新築を命じ起工した建物。しかし、かれは竣工を待 ずして亡くなった のちこの建物は、フランス人管理人の住居に充てら たが、一九五二年に撤去され という
（
25）
。
　
一八六九年（明治二年）に開通したスエズ運河は、喜望峰を回ってインド洋に出ていた航海に革命をもたらし、同時に薪水・食糧などの供給基
地であった島々からも多くの船影をうばった。その典型の一つが、絶海の孤島と呼ぶにふさわしいセントヘレナ島である。いまやこの島は大西洋上で秘境をかこつ身であるが、日本人とは浅からぬ縁がある。その因縁（関係）をしるしたものが本稿である。
＊
一
　
キリシタン
―
ベルナルド。
セントヘレナ島をはじめて訪れた日本人については定かでない。が、ザビエルが日本を去るとき、ゴア（インド南西岸の旧ポルトガル領）へ連
れて行った日本人グループ五名のうちのひとり、ベルナルド（鹿児島出身の元武士とも、かなり貧しい青年 もいう
（
26）
）が第一号ではなかろうか。
かれは一
（天文二二）
五五三年三月、ゴアを出帆する六隻から成る艦隊のうち一隻に乗り、南アフリカの喜望峰回りで、ポルトガルのリスボンにむかい、同年
九月無事リスボンに到着した。しかし、艦隊は多難な航海のさなか六隻の ち二隻をうしなった。おそらく、この艦隊はセントヘレナに寄港し、薪水や食料などの供給を受けたことであろう。し し、筆者はそれを報ずる資料とまだ出会っていない。
もともと体がじょうぶでなかったベルナルドは、病いをいやしたのちコインブラ（ポルトガル中部の古都）から、スペインのサラマ カ、セゴ
ビア、バレンチアを経てバルセロナへむかい、ここから船に乗りシシリア島に寄ったのちナポリに上陸し、つ にあこがれの地ローマに着いた。
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ローマではコレジョ・ロマノ（現・グレゴリオ大学）で学び、一五五五年十月ジェノヴァにむかった。
ここから乗船し、リスボンをめざし、そこから他の神学生とともにコインブラの大学におもむいたが、一
（弘治三）
五五七年の春、病い
（
27）
（高熱とはげしい
肝臓の痛み）により帰天した。墓石はコインブラのイエズス会学院の墓地にあるということだが、墓石の文字は判読できないほど風化しているという
（
28）
。筆者は先年、ベルナルドの墓を捜したが、発見できなかった。
一
　
天正遣欧少年使節。
日本人ベルナルドが、セントヘレナに寄ったと考えられる約三十年後に、こんどは俗にいう天正遣欧少年使節（伊東マンショ 千々石ミゲル、
原マルチノ、中浦ジュリアン）の一行が、この島に寄港した。一
（天正一二）
五八四年二月二〇日サンチアゴ号でコーチン（インド南部の港町）を出帆した一
行は、セ
（サンタエレナ）
ントヘレナ島に同年五月二十七日に到着した。若い使節らは、さわやかですずしいとされる、この島に着くという期待とおだやかな航海
にひじょうになぐさめられた。が、島に着いてみると、そこで会うべき他の四船をみつけることができず、さみしいおもいをした。島の隠者によると、船どもは数日間待ったが、二日前に立ち去ったということ あった
（
29）
。
一行はセントヘレナ島で十一日間停泊した。この間の日本の公
こう
子し
（諸侯の子供）らの行動については明らかでない。船内にとどまるばかりか、
島にも上陸した。当時、セントヘレナは無人島にちかく、 人もしくは二人の修道僧が留って生活を送っていた
（
30）
。ポルトガル王は、人がここに住
むということを許さなかった。年に一度この島に立ち寄るポルトガル船 、必要とする薪水および食糧 入手してもよい、と定められた。修道僧らは、そのような船に食糧を供給できるていど 耕作をおこなって た。
島には清
せい
冽れつ
な水や野生の鳥、美味なる果実が豊富にあったから、寄港する船はそれを積み込んだ。セントヘレナはまた集結港の役割をはたして
いた。インドから別々に航海してきた船 海賊に対抗する め、 の島で待あわせ、のちいっしょに北方（ヨーロッパ）へむけて航海するのが慣例であった
（
31）
。
サンチアゴ号は、薪水や食糧を補給した。公子らは娯楽として毎日甲板から釣りをしたが、魚影が濃いために、魚がたくさんつれ ときに甲板
の上がまるで魚市場のようになった。そのため釣った魚の一部を島の貧困者 あたえた。水夫らは釣りがへたであっ
（
32）
。またリスボンまでの旅に
備え、魚の一部を塩漬けや干物 して保存し、あるいは油で揚げたりしたので、二ヵ月後リスボンに着いたとき、魚は残っていた
（
33）
。
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一方、司
パードレ
祭らは日本のこの若者らのために、セントヘレナの隠修道士のための修
エルミー ダ
道院でミサを唱へた。
一五八四年六月六日
―
水、果物、獣肉、家禽、魚などを積み込んだ
（
34）
サンチアゴ号は出帆した。港を出るにさいして、公子らは鳥
とり
の子
こ
と称す和
紙に、日本文字で来島の由来をしるし、天主堂の壁
パレーヂ
に貼りつけた。この島に立ち寄るものは、樹の幹になぜこの島に来たかの説明を書き残すなら
わしがあったからである。
一
　
平戸の船乗り。
ジョン・サリス（？～一六四六、イギリス商人、
一（慶長一七）
六一二
年に来日し、イギリス東インド会社から対日貿易の全権をまかせられた）が、平戸
（長崎県北部）に商館を設け、クローヴ号で帰航の途についたのは、一六一三年十二月五日（慶長一八・一〇・二四）のことであった。このときクローヴ号に乗っていた者は
―
イギリス人……四六名
　　
黒人……五名
日本人…………一五名
　　
乗客……三名
であった。日本人が十五名も参加したのは、イギリス船員の不足を補うためであった。
一行はバンダム（ジャバ島北西部）に寄港したのち、一六一四年九月二十七日（慶長一九・八・二四）イギリスのプリマス（イングランド南西
部の港町）に到着した
（
35）
。イギリス帰りのこれらの日本人は、帰国後、給金をめぐって一騒動おこすのである。
江戸時代初期に、イギリスを訪れた日本人水夫は、往路セントヘレナに寄港したと考えられるが、筆者はまだそのことに関する資料と出会って
いない。
アダム・ヨハン・フォン・クルーゼンシュテルン（一七七〇～一八四六、ロシアの航海家）が ロシア皇帝アレクサンドル一世（一七七七～一
八二五、在位一八〇一～二五）から、アメリカ北西岸の探検と日本訪問 命をうけたのは一
（享和二）
八〇二年八月七日のことであった。が、クロンシュタ
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ットからの出発は、翌年の夏まで延期された。クルーゼンシュテルンが率いる艦隊が地球を一周したのち、セントヘレナ湾に投錨したのは、一（文化三）
八〇六年五月四日のことであった。ロシア艦隊はセントヘレナ島に四日間滞泊した。ジャワのスンダ海峡から五十六日の行程であった。湾内にはイギリス商船が一隻だけ停泊していた。総督のパットン大佐は、ロシア艦隊のため
に、なしうるかぎり供給に尽力した。クルーゼンシュテルンによると、港はよいし、新鮮な食料が手に入ったといい とりわけ最良の野菜類があった。しか 、いったいに生活必需品の値は高かった。
羊一頭…………三ギニー
　　
鶏またはアヒル一匹………半ギニー
卵一ダース 一ピアステル
イギリスの軍艦やイギリス東インド会社 船は、この島に投錨し、飲用水を補給するとき、無料であたえられたが、イギリス商船は五ギニー、
外国商船は一〇ギニー払わねばならな った。
上陸しても外国人 ばあいは、散歩は制限されており、町の外に出ることはできなかった。しかし 自然探究者（自然誌研究家）に対して 、
例外が許されていた
（
36）
。
けれど一事件が起ってから、この規則がきびしく適用されるようになった。みずから植物学者と称する一外国人
―
じつは某国の技師であったが、島内の軍事施設をスパイした。その者はさまざまの口実をもうけて、島
の滞在を数ヵ月のばし、この間にイギリス総督とその家族と親しくなり、本島の内部を見てもよい、といった許可をえた。その男は、植物採取すると称して、島の砦と砲台について精密な図を作成した。が、帰帆のときスパイ行為が発覚した。こ 事件があってから、総督は外国人の本島滞在について、イギリス東インド会社からかれに下された指令を厳格 守らねばならなかった。しか 、随行員のリヒテンシュタイン博士は、希望峯総督ベアードの紹介状をもっていたので、全島の視察をゆるされた。
一
　
那覇を訪れた英艦の寄港。
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イギリス国王は、極東とりわけ中国との通商を改善するために、一八一六年特使としてウィリアム・ピット・アマースト（一七七三～一八五七、
イギリスの政治家・外交官）を派遣したが、失敗におわった。アマースト卿を送ってきたのは、旗艦アルセスト号であり、僚艦としてライラ号をともなっていた。この二艦（フリゲート型帆船）に下された命は、中国に特派大使を派遣し ち 朝鮮および琉球の海域を調査探検することであった
（
37）
。これらのイギリス艦は、アマースト卿を中国に送ったのち、東シナ海から朝鮮半島西岸の探検測量をしながら航行し、一八一六年九月十
六日（文化
13・
8・
25）のお昼ごろ、那覇の泊
とまり
村の前に投錨し、のち那覇の町から半マイルの地点に移動した。両艦は那覇に停泊すること約四十
日、同年十月二十七日（文化
13・
9・
7）出帆した。
イギリス艦隊は、那覇でじゅうぶん休養をとり、艦の補修をおこなったのち、広
カン
東トン
（中国南東部の町）にいたり、そこでアマースト卿をアルセ
スト号に迎えた。帰途、フィリピンを経てジャワ海に至ったが、同艦はガスパー海峡で坐礁したため、ついに艦を放棄した。特派大使一行は救援にやって来たイギリス東インド会社の船ターネイト号に乗り移り、パタビア（ジャカルタの旧称）にむかい、そこで契約したシーザー号に、特使の一行をはじめ、アルセ ト号の士官および乗組員がいっしょに乗ると イギリス むかっ 。
使節一行を乗せたシーザー号は、喜望峯のシモン湾に寄港したのち、大西洋を北上し、一八一六年六月二十七日（文化
13・
6・
3）セントヘレ
ナに到着した。中国の港をあとから出帆し ライラ号は、同年八月十一日にこの島に寄港した。島は、倦怠と悪魔の誕生地と呼ばれてもしかたが
ナポレオンの肖像。Raymond Guyot編 
Napoléon, 1921より。
ないと思われた。が、島内には魅力に富んだ所もあった。
当時セントヘレナには、この島に流刑になって一年ほどになるナポレオン・ボナパル
ト（一七六九～一八二一、元フランス皇帝、在位一八〇四から一八一五）が、隠とん生活を送っていた。かれは人と会うことを好まなかったようだが、アマースト卿には会う気になった。
シーザー号は、この島に一週間ほど滞泊したが、出帆の前日
―
一八一六年七月一日
（文化
13・
6・
7）アマースト卿とその随員は、馬でナポレオンの住居があるロングウ
ッドを訪れた。ナポレオンに対して紹介の労をとったのはナポレオンの元幕僚、ベルトラン将軍（伯爵）である。ナポレオンは、アマースト卿を迎えると、長時間、かれと私
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的な会談をした。その後、双方の随員の紹介がおこなわれた。
アマースト卿は、まず元アルセスト号の艦長マクスウェルを紹介すると、ナポレオンはていねいに頭をさげ、その名は初耳ではない、といった。
かれのフリゲート艦ラ・ポモータ号が地中海で拿捕されたとき、英艦の指揮官はマクスウェルであったからである。
以下、ナポレオンは、アマースト卿の随員につぎのような質問をした。
問
 
（博物学者アベルに）
 
王立協会か何かの学会に属しているか。今回の旅行で博物学になにか新しい知見が加えられるか。
 
（リン博士に）
 
どこの大学で勉強したのか。セントヘレナのわれわれ 医者のように瀉血し、多量の水銀剤をぬるかどうか。
 
（艦付き牧師グリフィスに）
 
中国人は んな宗教を信奉 ているのか。かれらは霊魂の不滅を信じているか。
答
 
 
エジンバラ大学です（アベル） 。
 
 
一種の多神教を信じています。来世につい は、何 観念をもっているようです（グリフィス
（
38）
） 。
ナポレオンは愛想がよく、礼儀正しかったという。アマースト卿一行がナポレオンと面会したとき、琉球（沖縄）のことは話題にならなかった
が、二ヵ月ほどしてライラ号の艦長バジール・ホール（一七八八～一八四四）がセントヘレナに寄港したとき、前回 おなじようにベルトラン将軍を介して元皇帝と会見している。
このとき琉球のことが話題になり、ナポレオンはこの小王国に武器（大砲、小銃、槍、弓矢、短刀）がまったくなく、おまけに戦争というもの
もまったくないことを知っておどろくのである。
一
　
ペリー提督の旗艦ミシシッピ号の寄港。
一（嘉永六）
八五三年一月十日の正午
―
ペリーの日本遠征艦隊の旗艦ミシシッピ号（三本マスト、一七〇〇トン、蒸気外輪船）がセントヘレナに到着し
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た。が、薪水や新鮮な牛肉、野菜などのほか、石炭を一三〇トン補給したのち
（
39）
、翌十一日の午後六時、はやばやと出帆し、つぎの寄港地ケープタ
ウンをめざした。
艦から見るセントヘレナの印象は、峨
が
が々
たる垂直な崖に取りかこまれた島であり、ひじょうに荒涼としていた。ミシシッピ号の士官らは、この
島にひじょうに関心があった。ここがナポレオンの流
りゆう
謫たく
の地であり、ここで亡くなったことを知っていたからである。
士官の一部はロングウッドにおもむくと、かってヨーロッパの平和を攪
かく
乱らん
したナポレオンが幽閉された家や墓地などを見学した。とくに感慨無
量であったのは、ナポレオン さいごの息を引きとった見すぼらしい建物を訪れたときである。こ 世の栄誉の無常なことをしみじみと感じさせられた。
セントヘレナ島の唯一の町といえば、ジェームズタウンであるが、当時戸数は二五〇、全島の人口は五五〇〇ほどであったようだ。一（安政五）
八五八
年一月二十七日の正午ごろ、マストの先から「ランド
　
ホー
！
（おーい
　
陸地だぞ
！
） 」の叫びが聞えたかと思ったら、アメリカ海軍
の蒸気フリゲート艦ポーハタン号の乗組員たちは、 ちまち活気づいた。はるか地平線上に、セントヘレナの島が望見できたからである。
同艦はジェームズタウン港に五日間碇泊し、二月一日に出帆するのだが ジェームズ・Ｄ・ジョンソン海軍大尉は、仲間二名ととも島内見物を
おこなった。ナポレオンの旧宅、新宅、墓所などを見て回ったのち、ハッツ・ゲイトの田舎 酒場（休息所）で一休みした そ 後ザ・ブリアールを訪れ、太陽が沈むころ帰艦し 艦にもどったジョ ソ 大尉は、日直のために上陸できなかった仲間のために、見物談を てやった。
ラダーヒル（はしごの丘）の砦に勤務する英国砲兵隊のピール大尉は、ケープ までの乗船を艦長に要請するや、直ちに聞き入れられた。
ポーハタン号は同人を乗せ、二月一日の午後七時ごろ出帆した。艦は島の東端
―
ジュガーローフ岬のあたりまで汽走した
（
40）
。
＊
一
　「蘭国行御軍艦方」 （オランダ留学生） 。
一八六三年三月二十五日（文久三・二・七）
―
バタビアを出帆してから百二十四日間、毎日茫
ぼうぼう
々たる大洋の中にあったオランダの三本マスト
のフレガット型帆船「テルナーテ号」 （長さ約三六メートル、幅約一〇メートル）は、午後に右舷の方向十四、五マイルのところに、淡青色 島のようなものを見た。が、翌日の朝になると、島の形 手にとるごとく判明したので、乗組員一同こおどりして喜んだ。
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その島は、待ちにまったセントヘレナ島であった。なおテルナーテ号には、オランダに海軍諸術や技術の修得のためにおもむく「蘭国行御軍艦
方」と呼ばれた留学生（士分、職方、計十五名）のほか、オランダの外交官、書記生、海軍軍医の三人、ほかに船長以下乗組員が三十人ほど乗り組んでいた。
オランダにむかおうとする、わが国最初のヨーロッパ留学生の派遣は、オランダに軍艦（ 「開陽丸」 ）を発注したことに端を発しており、その建
造の現場監督の名目で派遣に至ったものである。総数十五名は、海軍班（士分）と職方に二分されるが、氏名・年齢・身分等をしるすと、左記のようになる。
［海軍班・士分］取締
 
内田恒次郎
 
［二十五歳］ （正雄、旗本千五百石）………………海軍諸術
 
榎本釜次郎
 
［二十七歳］ （御家人―将軍直属の下級武士） 機関学
 
沢太郎左衛門
 ［二十九歳］ （御家人）………………………… 砲術、火薬の研究
 
赤松大三
 
［二十 歳］ （御家人）…… 造船学
 
田口俊平
 
［四十五歳］ （久世家 臣 測量学
 
津田真一郎
 
［三十 歳］ （津山藩士）……… 人文・社会科
 
西
　
周助
 
［三十五歳］ （津和野藩士）… 人文・社会科
 
伊東玄伯
 
［三十一歳］ （奥医師見習）…… 西洋医学
 
林
　
研海
 
［十九歳］ （奥医師）…………… 西洋医学
［職方・平民］ 
古川庄八
 
［二十七歳］ （水夫小頭）……………… 船舶運用（操縦
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山下岩吉
 
［二十二歳］ （一等水夫）……………………………船舶運用
 
中島兼吉
 
［三十一歳］ （鋳物師）……… 蒸気気罐その他の製造
 
大川喜太郎
 
［三十一歳］ （鍛冶職）…… 鋳物一般とシャフト 。アムステルダムで病死。
 
大野弥三郎
 
［四十 歳］ （時計師）…… 測量機械の製造
 
上田虎吉
 
［四十一歳］ （船大工）…… 造船術
テルナーテ号は、二十六日（陽暦、以下おなじ）の午前十一時ごろ、本島の西海岸にある町
―
ジェームズタウンの前方にある小さな港に投錨
していた。このとき港内に停泊していたのは、イギリスの商船四隻、スイスの船が一隻、ハンブルクの船が一隻、合計六隻であった。このほかにもマストがなく、舷
げん
（ふなべり）もくだけ、無惨にも焼きすてられた船が五隻あった。日本人はみな不審におもい、わけをたずねたら、アメリカ
テルナーテ号の図。赤松則良談「60年前の阿蘭院留学」
（『大日本』大正７・７）より。
沢太郎左衛門（三崎ユキ氏提供）
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の
 s スラーフシップlaafship （蘭語・奴れい船の意）とのことであった。奴れの売買は禁止されていたから、イギリスの軍艦に発見捕獲され、焼きすてられたの
である。
やがて検疫医が書記をしたがえ、はしけに乗ってやった来た。かれは流行病者の有無をたずね、船長がいない、というと、検疫旗（赤点が染出
してある）細長い旗を大
たい
檣しよう
（メーンマスト）の頂にかかげた。これは病人はいない、という印であった。
検疫がおわると、数人の商人がのった小舟が本船までこぎ寄せ、何かご用はないかという。ホテルの客引きもおれば、洗たく婆さんもいて、ご
用を聞いて回る。なかなかの混雑であった。かれらは、たいてい白人と黒人との間で生まれた者であり、皮膚は灰色、くちびるは厚く、反り返っていた
（
41）
。
「ワ
（洗たく婦）
スフセー来ル、半黒女也
なり
」 （ 「沢太郎左衛門航海記」 ） 。 〝ワスフセー〟とは、
w
asgoed （洗たくもの）のなまったものか。
沢などは洗たくものを出したが、その代金 高いことにびっくり た。木綿の筒
つつ
袖そで
（たもとがなく、筒の形をした袖
そで
）の肌着一枚……洋銀二十二セント
この日の午後一時半ごろ、船長や船客や幕生らは、
は（リヒター）
しけぶね（蘭語・
lichter ）を雇い、上陸した。このはしけは少し変っており、本来
舵かじ
があ
る場所（船尾）に、一メートル数十センチほどの〝棒〟が立ててあって、それを使って陸地に飛びおりねばならなかった。この島は波浪がつよく、小船をつなぎとめることができない。その め船が岸に接近する折をうかがって、陸に飛びおりるのである。
上陸場は、テルナーテ号が投錨したところから三〇〇メートルほどの所であり、石段が設けてあった。そこに岩をくり抜いて造った道路が一本
あって、それ 五〇〇メートルほど行くと、堅固に築いた土手があり、そこに町に入るための石門があった。その門の右手に「報
タイム ・ ボール
時球」があり、
そばに港長の官舎がある。報時球は、高い棒の先端に丸 球がのせ って、正午になると、こ 球がおちるしかけになっていた。それを碇泊中の船舶がみて、この地の正午を知るのである。
門を入って左側は、武器庫になっていて、赤い軍服を着、鉄砲をかついだ歩兵が警備していた。さらに左側の土手のうえにはイギリス国旗がひ
るがえっており、そのそばには灯台があった。
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ジェームズタウンという町の本
メインストリート
通りは、十七、八メートルの幅があり、なかなか盛んな
通りであった。日本人（士分および職方）は、船長を案内役として旅宿「ストラーズ・ホテル」にむか 士分の者は、羽織袴
はかま
に両刀を帯し、職方も着物に脇差しをおび、通り
を進んで行くと、おびただしい数の男女の見物人や子どもらが家から出てきた。とくに子どもらは何かさけびながら〝青
あお
蠅ばえ
〟ほども跡をつけて来たが、日本人には何のことかさっ
ぱりわか なかった。
一行の取締・内田恒次郎は、そのままオランダの代理領事のモスという者のところにお
??
??
本通り
学校
病院
兵舎
ロングウッドに至る
山道
セントヘレナ島
の
ジェームズタウン
の地図
ラダーヒル
（はしごの丘）
に至る山道
港長の家
プリチャードの家
ストラーズ・ホテル
ソロモンとモスの家
アメリカ，スウェーデン，
ノルウェー，オランダ，
フランスなどの領事館
（ウェールズ人小さな家）
（報時球のある所）
［ティドバル］
??
［注］
この地図はオランダ留学生・
赤松大三郎が日誌に描いたも
のに筆者が手を加えたもの。
ジェームズタウン
という町に入るとき
の防塁の門ジェームズ湾
石段のある上陸場
渡蘭後の赤松大三朗
もむき、当地の通貨にメキシコ銀を両替してもらった。その他 者はホテルに着くと、二階でしばらくビールを飲みながら休息した。
ストラーズ・ホテルは、バタビアで泊った
「インド・ホテル」とは異なり、
縁ベランダ
側
付の三
階建であった。二階には大
（フローテザール）
ホール（食堂）と
談話室があり、三階が寝室（十部屋ある）になっていた。そこは見晴らしがよかった。
さて一同が休んでいると、イギリスの外交
官と称する者と三人の連れがやって来て、安着を祝したのち、島の鎮台（総督）が面会をえて、親しみ い、といった意向をもらした。ついては明日の午後、ロングウッドの官邸までご来
らい
駕が
を乞う、といった話をした。榎本と
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西が、何語を用いたものか不明だが、筆談によって応接したが、なかなか意が通ぜず、物がいえない人間さながらに、ただ手まねで会話をするしかなかった。事の仔細 わかったのは、英語が話せる船長がもどり、通訳をしてくれたのちのことである
（
42）
。
昼食後、榎本・津田・西・林・伊東・沢・赤松らは、オランダ人を案内人として、町
の見物をかねて遊歩に出かけた。オランダ 代理領事モスの家のならびに、アメリカ・フランス・スウェーデン・ノルウェーなど、各国領事館があり、国旗がひるがえっていた。町中には小売店のほか、教会・病院・兵舎・学校などがあった。沢 ると、町の
榎本釜次郎 （三崎ユキ氏提供）
人間は、四分の一が白人、四分の一が黒人、四分の二は半黒人、半黒人の女性がひじょうに多く、じつの黒人は男女ともはなはだ異形であったという。混血の黒人女性のなかには遊女もいた。
士分の者は、ひとわたり町中を見物したのち、おなじ道を通ってロジメント（旅館、ホテルの意の蘭語）に帰ったという。帰路、四、五歳から
十歳ぐら の子供たちが百名ほどもいる
学スホール
校
を訪れたら、語学の授業のようであった。また沢などは通りの店に入ると、木綿の手ぬぐい・紙類・
香水・島を描いた絵などを求め、さらにナポレオン関連の小冊子を購入した。
第一班の士分のものたちがホテルにもどってしばらくすると、第二班の職方たちや船長ほか三人が帰ってきた。夕食は午後七時から船長らとホ
テルの二階の大ホールで摂った。夕食後 午後八時半荷物番 ために田口俊平や職
ウエルクマン
方（中島、大川、大野）らが本船に帰った。
この日ホテルで出された夕
ディネル
食は、なかなかのごちそうであったようだ。日本人もオランダ人も、新鮮な野菜・肉・魚などを大いによろこんで口
に入れたが、最大のよろこびは、島 冷水
0
であった。航海中は、つめたい真水など飲めなかったからである。
ともあれ、夕食のメニューを見てみよう。
［主要料理］ヘリモセリスープ（どんなスープか不明
―
引用者）
　　
羊肉
　　
子牛肉
魚（メジカツオのようなものの塩焼、バターの汁をかける。赤い魚。タラ）
　　
白（ウィッチコー ル）
キャベツ（塩気はない）
　　
ベ（スペック）
ーコンを油であげたもの
ジャガイモ
　　
サツマイモの類
　　
玉子焼
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［デザート］桃
　　
ナシ
　　
ブドウ
　　
バ（ピサン）
ナナ
　　
小麦粉菓子
（
43）
午後九時
―
夜ナハトショット
の時砲が鳴ると同時にラッパの音が聞えた。これを合図に町中の門はすべて閉じられるのである。
三月二十七日（二・九）
―
この日の朝、船に水を積み入れた。午前八時ごろ、本船より田口・上田・山下らが来、つづいてオランダ人らがや
って来た。ホテルの食事は、朝食は午前九時半、夕食は午後七時であったが、この日は総督邸やロングウッドにあるナポレオン関連の場所を訪れる計画であったから、午前九時に を出すよう命じてあった。
前日、英語がわからず不便を感じたので、はしけぶねの船頭（ベルギーのアントウェルペンの出身）を通訳として雇った。この者は馬でやって
きた。この日、士分の者に職方の一部、テルナーテ号の船客らも同行し、二頭曳の馬車を三台雇い、それに四人ずつ乗って出発した。まず教会や病院を訪れ、ついで砲台を見学して、山の奥地
―
ロングウッドにむかった。
本通りを突当って左の坂道
―
ロングウッドにいたる山道を登って行ったが、眼下にジェームズタウンの町や港がみえ、なかなかの絶景であっ
た。さらに曲りくねった道を行くと山頂に達し、そこも景色のよいところであった。ここまではホテルを出て二十分ほどかかった。ここで他の二車を待つこと した。やがて一同そろって馬車を走らせ、しばらくする 小高い丘に小さな家をみかけた。
その田舎の家はイギリス商人バルクームの持物であり、谷間にあった。俗に「ブリアール」 （
 B
riars ―
フランス種の羊の番犬の意）といった。
此この
家いえ
はナポレオン初
はじめ
て此
この
島しま
に至りし時の宿所なりといふ、然
しか
して五拾四日此家に居
おり
たりと
此家をブ
ママリールといふ、
甚
はなはだ
小なれとも
　
家は絶
ぜっ
壁ぺき
の方に向
むかっ
て大木の下に有
あり
、又庭には野菜類の畑
并ならびに
四季の花を植
うえ
て、又絶壁の方の瀧
たき
を正面に見る。
前之方に向たる部屋は
　
ナポレオンの食堂、其
その
次つぎ
は寝所等なりと、当時此家はサ
（ソ）
ロモンの別荘にして、其花麗に手を入れたりといふ……
 
注・ 「赤松大三郎航海日記」より。
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小道であったからである。ジェームズタウンからここまで約三里（一二キロ）の道のりであった。
馬車を止め一キロほど坂道を降りてゆくと、民家が一軒あって、その前を右に折れてさらに数百メートルほど行くと、ナポレオンの墓所があっ
た。遺骸は二十八年前に
（
47）
パリの廃
アンヴァリッド
兵院に移されたために、空墓であった。
この田舎家は、後年「イースタン電報会社」の所有に帰した。地所は二エーカー
あり、草木がうっそうと茂り、それが周辺の岩の多いがけといい対照をなしていた。ナポレオンは風光に富む当地が気に入っていた
（
44）
。またバルクーム家の者もこの流刑
囚をできるだけ世話をしたから、ナポレオンはくつろ 気分になれた
（
45）
。
一行は、 「ブリアール」の前を通りすぎ、丘陵の
頂いただき
にいたったが、そこは「アラ
ームヒル」 （
A
larm
 H
ill ）と呼ばれる所であった。折から南東の
貿パサートウインド
易風
が吹いており、
いままでの暑さ 忘れ ことができ 。ジェームズタウンや港が俯瞰でき、東の方に眼を転じるとはるかにロングウッドが見えた。ともかくひじょうによい眺めであった。
前方の森林のなかに、白い大きな家がみえ、馬車はそこにある松林の間を通った。
松の木は日本のものと何ら変らなかった。土は赤く、砂がまじっていた。馬車で林間を通りぬけることは、心身を爽
そう
快かい
にした
（
46）
。松林を通りぬけると、景色が一変した。
左の方 見下ろすと、ごつごつした岩があり、谷間に白亜の家 み すなわちロングウッドである。
右手を見上げると、絶壁のうえに松 木が生い茂り、その枝 風によってうごい
ていた。馬車はやがて山腹にある平路 いたった。その平らな道を三分の二ほど行った所に小道があり、一同そこで馬車をおりた。そこにナポレオンの墓所にいたる
ナポレオンがしばらく暮らした「ザ・ブリアール」（田舎家）。E. L. Jacksonの前掲書より。
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低ひく
きカキ根
ね
お
　
ゆひ回
まわ
す事
こと
五十坪斗
ばか
り、人口に小さき番所（番人の詰
つめ
所しょ―
引用者）ありて
　
歩卒壹
ひとり
人紅きエ
（肩章）
ポレットン付
つけ
番ばん
をす、仏
ふつ
の者
もの
（フランス
人）也
注・ 「沢太郎左衛門航海記」より。
墓所を取り巻いていたのは、高さが一メートル数十センチほどの木の柵である。そのほぼ中央に長さ約四メートル、幅二メートルほどの墳
ふん
墓ぼ
が
ナポレオンの墓所（銅版画）。Las Cases著, Journal écrit a bord de la frégate la 
Belle-poule,1854より。
ナポレオンの墓。E. L. Jacksonの前掲書より。
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あって、そこに一枚の石（長さ約二メートル・幅約一メートル）だけが敷いて墓碑としてあった。そしてそれを鉄柵が取りかこんでいた。さらに石の周囲には、鮮赤色の花が咲くゼラニウムが植えてあった。また墓所の左側に、柳の木が二本、アオイ科の落葉低木のようなものが見られた。
ナポレオンの墓を参拝したとき詠んだ、榎本の詩（原文は漢文）がある。
長ちょう
林りん
（ロングウッド
―
引用者）の烟
えん
雨う
　　
弧こ
栖せい
（ひとり暮らし）を閉
とざ
す
末まつ
路ろ
（晩年）の英雄
　　
意こころ
転うた
た迷ふ
今こん
日にち
　　
弔ちょう
来らい
の人を見ず
覇は
王おう
樹じゅ
（サボテン）の畔
ほとり
　　
鳥とり
空むな
しく啼
な
く
注・ （
　
）内は引用者による。 『赤松則良半生談』 （東洋文庫）より。
一同、墓所を拝したのち、門番の家に寄ると、そこで来客芳名簿に氏名や訪れた年月日を記入した。また墓所のちかくに、ミッストルベットと
いう女性の家があった。墓所の地面を買った者であり、参詣人は の家に寄って、一人三シリング一ペンス（オランダの二フルデン十セント）支払うことになっていた。が、あとからこのことを聞いて悔んだ。
この家の脇に泉があった。ナポレオンはその水を毎日飲んだという。家の少女が一杯づつ水をもってきてくれたので、その代金として六ペンス、
柳の一枝、花一束 一シリングをあたえた
（
48）
。
そのあと元 道を登り、ふたたび馬車に乗って走ること半里ばかり、さんさ路があり、そこの小高い丘にカトリックの教会があった。このあた
りの地名は、 「ハッツ・ゲイト」 （
H
utt ’s G
ate ）といった。教会のまえを通りすぎてしばら すると、一軒の民家があった。その家は、ロングウッ
ドにあるナポレオンの故
こ
居きょ
（旧宅）を訪れる者が、かならず寄るところであった。御者にパンやビールをふるまってやるのが例とした。その家は
ナポレオン 随員であった陸軍中将ベル ラン伯と家族の住居であった。
その休息所に着くと、船長や船客ら四人がすでに着いており、休んでいた。あとから来た日本人らもビールなどを飲み、御者三人にもそ をふ
るまってやった。ビールの値いは、一シリング五〇ペ スであっ 。一同しばらく休息したのち、ふたたび馬車に乗ると、二キロばかり平地のう
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えを走った。途中、花束をもった子供らが数十名寄って来たので、一シリングまたは六ペンスあたえて買い上げてやった。やがて人家があるロングウッドの村に着いた。村の入口にはとくに〝門〟はなく、石を積みあげて造った壁があった。左右に家が六、七軒あった。右のほうに風車があったが、これは米をつく めのものであった。
ロングウッドは二十五万坪ほどの平野であり、むかしは〝大
グレートウッド
森林〟とも〝無
デッドウッド
用の長物〟とも呼ばれたことがあったが、一八六〇年代当時、森は
すっかり姿を消していた
（
49）
。あたりを見回しても大きな樹はなく、半ば麦畑、半ば雑草
（
50）
が茂る荒地であった。
一行は門らしき所で馬車をおり、徒歩で六、七十メートルほど行くと、千二、三百坪ほどの敷地の中央に、二十四、五坪あまりの平屋の木造家
屋があった。これこそナポレオン 幽
ゆう
居きょ
であった。やがてその家の入口にいたると、留守番のフランス下士官が、戸を開け、日本人を迎えた。
一
　
幽閉のナポレオン。
一八 五年七月十八日、ワーテルロー（ベルギー中部―ブリュッセルの南の町）において、イギリスとプロシアの連合軍によって最終的に大敗
したナポレオンは、パリに戻ると独裁官の地位をえ、起死回生の一打をうとうとしたが、かえって議会から退位を迫られ、その身にも危険が迫った。進退に窮したかれはイギリスをたよる とに 、英艦にてプリマスに着いたが、イギリス政府はナポレオンをセントヘレナ島に配流することに決し、以後帝号を用いることを禁じ、 「ジェネラル（将軍） 」と称することだけを許 、また同伴者も制限した
（
51）
。
一八一五年八月七日、ナポレオンは英艦ノーザンバランド号に搭乗すると、翌朝プリマス港を出てセントヘレナにむかい、同年十月十五日同島
に到着した。が この島にはナポレオン 収容する住居がなかった。英政府の方針では、適当な邸宅がみつかるまで艦内にとどめておくつもりであったが
（
52）
、かれが艦内の暮らしに倦みつかれてきたので、イギリス総督ジョージ・コックバーン卿はじぶんの責任において、かれとその随員を上
陸させた。
ナポレオンは、ひとまずブリアールに住むイギリス商人バルクームの小さな家（ゴシック様式
（
53）
）の一空室を借りて住むことになり、ここで二ヵ
月すごした。ナポレオンはこの一家から歓待され、ゆかいにすごすこ ができた。やがてかれの住居が定められ 。そこはロングウッドと呼ばれる台地にある簡素な建物であった。もと東インド会社の単なる農園
（
54）
であったが、その後副総督の別荘に充てられた
（
55）
。その修築工事がおわった十二
月九日
―
ナポレオンと部下たちはそこに移った。
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ロングウッドは島のほぼ中央に位置し、熱帯の気候に焼かれた色あせた草がまばらに生えていた
（
56）
。ナポレオンは十二マイル（一マイルは約一六
〇〇メートル）の範囲で思うまま歩くことができたが、それを越えるときはイギリス士官が同行した。かれは島内どこにでも行けたが、そのときもイギリス士官が付きそった
（
57）
。また番兵は戸口から六〇〇歩のところにいたし、夜になると家のまわりに歩哨線が設けられた
（
58）
。
　
一八一六年四月になると、新たに総督としてハドソン・ロウ卿が着任し、ジョージ・コックバーンと交替した。新総督のロウは、何事も規則で
玄関の間
サロン
図書室
ラス・カーズ父子
の居室　　　　　
内庭
オメーラ侍医居室
モントロン居室
グールゴウ居室
当直将校居室
浴室
ナポレオンの寝室
召使の居室
ナポレオンの居室
台所
ラス・カーズ父子の
居室
召使の
居室　
ナポレオンの居室および随員の部屋
食堂
ナポレオンの旧宅（銅版画）。William Forsyth著History of the captivity of 
Napoleon at St.Helena,1853より。
エマニエル・ラス・カーズが作成した，ロングウッドのナポレオンの居宅の図。両角良彦
著『セント・ヘレナ抄―ナポレオン遠島始末』（講談社，昭和60・８）に添えられている。
この図は，両角書にある図に筆者が手を加えたもの。
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律しようとする、融通のきかない人間であったらしく、ナポレオンと対立した。ナポレオンは、セントヘレナで五年七ヵ月くらしたのち亡くなるのであるが、この間ロウはかれの見張役であった。
ナポレオンの住居。かれの住居は木造の平屋であり、けっしてりっぱな家ではなかった。 〝
ぼバラック
ろ家
〟 （
baraque ）とか〝ひん弱な避難所
（
59）
〟と呼んでもよかった。幕生
らは、管理人のフランスの準士官（老兵）に案内され、屋内（間口三間、奥行八間ほど）に入った。
玄関の間・ナポレオンの居間・広間・玉突き部屋・従者の部屋・食堂・随従の将官の部屋・台所などを順々に見てまわったが、内部の装飾もひ
じょうに質素なもので、とくに見るべきものはなかった。ナポレオンの居室には 胸像が、玉突き部屋には「来訪者名簿」が置かれていた。
ナポレオンがこのボロ家に入居した当時、かれの寝室の天井はくさりかけていて、雨水や露 ようなものが落ちてきた。またこの家はネズミが
多く、イギリスから送られてきた亜麻織物は ネズミにかじら てしまったし、夕食のとき足元にうろちょろした。当初総督のコックバーンはナポレオンと随員の経費を切りつめたので、いろいろ不都合が生 た。食糧や水の確保に苦労せねばならなかった。食糧は少ないうえに粗悪であったために、ナポレオンの家令チプリアニは、それを送り返すこともあった
（
60）
。食肉にも不自由するときもあり、召使いは高い金を払って羊やブタを
求め 。また召使いはときにイギリス兵のキャンプを訪れ、兵 の妻から卵やバター、パンなどを分けてもらわねばならなかった。
飲料水にも苦労した。良質の水をうるには住居から一二〇〇ヤード（一ヤードは三フィート＝約三〇センチ）離れた所まで行かねばならなかっ
た。身近な所に泉があったが、そ 水を利用する は日中だけであ 、イギリス士官が番をしていた。が、水が必要なとき、その士官はいなかった。
ナポレオンは一日二食であった。朝食は午前十時ごろ、夕食は夜八時ごろ摂った。粗食を好み、大いに食べ、赤ぶどう酒を何杯かのんだ。そし
て食事のさいごにコーヒーを飲んだ。
ナポレオンの日常生活。かれは朝、書斎に入り、午後は運動をしたり、娯楽に興じたが、だんだん運動不足になり、動作は緩慢になり、しまいには肥満した。夕方、ヴ
ォルテール、コルネーユ、聖書などを好んで読んだ
（
61）
。
その死。一八一七年になると、ナポレオンの健康がしだいにそこなわれてゆき、一八二〇年の末ごろには、じぶんの容態
―
胃ガンを実感するようにな
（26）121
った。体はだんだんに弱っていき、と同時に憂うつな人間になっていった。翌年の一月、一時元気を取りもどしたかに見えたが、ふたたび病状は悪化し 一八二一年五月五日
―
かれのさいごの日が訪れた。意識の混濁がながくつづいたのち、夕方の六時ごろ息を引きとった。
翌五月六日の午後二時から、玉突き台のうえにシーツをかぶせ
（
62）
、死体解剖がはじまった。胃と心臓は切りとられ、メチール・アルコールの入っ
た銀器のなかに入れられた。遺体の内部は、香のよいリキュールでぬぐわれ、洗われた。解剖所見によると、胃の内壁上部に、ガン腫性の潰瘍がかなり広い範囲に観察された。肝臓は充血し、ふつう以上の大きさに
（
63）
なっていた。肝炎がみとめられた
（
64）
。
　
ナポレオンは近衛猟騎大佐の軍服を着せられ、ブリキの棺に入れられ、棺は入念に溶接された。ついでマホガニーの柩に重ね入れ、それをさら
に鉛の棺に納めて溶接し、さいごに特製のマホガニーの棺に入れられた。五月九日
―
葬儀がおこなわれ、ナポレオンは、生前好んで散歩した
〝ゼラニウムの谷〟 （ 〝スイレンの谷〟又は〝ヘインの谷〟ともいう
（
65）
）の深さ約三メートルの所に埋葬された。
ナポレオンの死から十九年後の一八四〇年にいたり、ルイ・フィリップ（一七七三～一八五〇、在位一八三〇～四八）が王位に登るや、国民の
あいだにナポレオン崇拝者が多いことを知り
（
66）
、イギリスの諒解をえて、ナポレオンの遺骸をセントヘレナからパリに改葬することになった。
遺体を移送するため フリゲート艦ベル・プウルとその僚艦が ・アー ル（フランス北部
―
セーヌ河口の港町）を出帆したのは、一八四〇
年七月七日のことであり、三ヵ月 かって同年十月八日セントヘレナに到着 た。ジョワンヴィル公を代表とする引取団は、総督府を表敬訪問したのち、ナポレオンが眠る〝ゼラニウムの谷〟を訪れると、ゼラニウムのほか、スミレや忘れな草など、一面に咲き乱れていた。泉もむかしと同じきれいな水をたたえていた
（
67）
。
そのあと一行は、雨の中をロングウッド 居宅へとむかった。ロングウッドは様相を一変していた。むかしとは似てもつかぬ姿だった。フラン
ス人が去ったのち、当時のウォーカー総督は、家屋敷のすべてを農場 貸与した。庭の芝生は消え 羊の牧場に変わり、ゴムの樹は姿を消していた。住居そのものはみすぼらしい農家に変っていた。広間 天井を打ち抜いて、屋根には大きな風車がついていた。そこは製粉所になっていた
（
68）
。
またナポレオン 私室 家畜小屋になっていた
（
69）
。家のまわりに納屋や牧場があった
（
70）
。ただ一行の傷心をなぐさめたのは、農家と化した旧宅のまわ
りに咲き乱れている菊の花であった。
一八五二年、ナポレオン三世（一八〇八～七三、在位一八五二～七〇、オラ ダ王ルイ・ボナパルトとナポレオン一世の姪の第三子）が帝政に
復活すると、ゼラニウムの谷の墓所とロングウッドの居宅の荒廃を坐視する しのびず、イギリス政府とそ 譲渡の交渉を開始した。が、交渉は
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学的処理を施し（クレオソートを染みこませ） 、ブリキの板をかぶせた。棺はそれを開けたときとは逆の順序で密封されていった。
午後二時、すべての作業がおわり、重い棺（全
重量一二〇〇キロ
（
74）
）は、四頭立の柩車に移される
と、午後三時半、アラーム・ハウスからの号砲を合図にうごきだした。そのとき滝のような雨がふ
難航した。しかし、ヴィクトリア女王の肝いりにより、ロングウッドの住居および周辺の土地三エーカーと、ナポレオンの墓地および周辺土地三〇エーカを約一七万八六〇〇フランで
（
71）
譲渡してもらうことに成功した。
しかし、予算不足その他の理由により、住居・庭・墓所の復元は、容易ではなかった。木造家屋の傷みは、ロングウッドの湿気と白アリにより、
相当はげしかった。オランダにむかう幕生らがこの島を訪れた三年前
―
一八六〇年に住居は再建された。が、その後こんにちに至るまで三度
（一九一四年、一九三一年、一九五五年）手入れせねばならず、ようやく往時の面影をとりもどした
（
72）
。こんにち旧宅は、ナポレオン関係の博物館
になっているようだ。
遺体の発掘。一八四〇年十月十五日
―
午前〇時半すぎ、霧と雨のなかで墓の発掘作業がはじまり、翌日の午前九時半ごろ、マホガニー製の棺に達したので
それを引きあげると、十二名の兵士がそれ 肩にかつぎテントの中に移した。棺の長さは、縦約一・八三メートル、横約〇・九三メートルほどであった。職人の手によって順番に四重の棺をとりはずし、さいごにブリキ製の棺が姿をみせると、それをのみを用いて開けた。ギヤール医師の手で白サテン屍衣が捲きあげられ ゆくと、ナポレオン本人が目の前に現われた。まさしくそれはかれの顔であった。
かれは猟騎兵の製服を着、勲章をいくつかつけ、白いカシミアの半ズボンをはき、長靴をはき、帽子をひざの上に置いて眠っていた
（
73）
。遺体の状
態は良好 あり、ミイラ化しているような印象をあたえた。遺体全体は、うすい苔におおわれているよう みえた。口は半ば開かれて り、白い歯が三本そこからのぞいていた。長靴の先に 白いくすんだ足指が四本みえた。両手はまるで生ける人の であっ その後、白いサテンに化
1840年10月15日 に， ナ ポ レ オ ン
の柩（ひつぎ）を開けたとき，J. Rigo
が描いたスケッチ。La Casesの前
掲書より。
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りだした。が、町に着くころには、雨もあがった。波止場には英仏両国の高官や士官らが大勢待機していた。棺は葬送の曲や礼砲、フランス艦船の斎
せい
射しや
に迎えられ、午後六時半、ペル・プウル号の後甲板に安置された。
同艦は三日後の十月十八日セントヘレナを出帆し、シェルブール港に十一月三十日到着した。ナポレオンの棺が教会の鐘が鳴るなか、パリにた
どり着いたのは、一八四〇年十二月十五日のことであった。
ナポレオン毒殺説。この元皇帝の死をめぐって、これまでいろいろ研究され、また書かれもし、こんにちに至っている。ナポレオンは一八一七年から一八二一年に
かけての四年間に、殺害を目的と て砒
ひ
素そ
（窒
ちっ
素そ
族元素のひとつ。灰色金属状と黄色粉末の二種類がある）をゆっくりと与えられ、五十一歳のと
きにガンを引き起された可能性があるという
（
75）
。
砒素は最古の時代から〝毒薬〟として知られていたが、ナポレオンの症状には いろいろ疑問をいだかせるものがあっ 人は胃にガンができ
ると、やせるのがふつうだが、逆にかれは肥満をつづけた。肥満もまた砒素による中毒兆候なのである
（
76）
。墓を発掘したとき、かれの遺体の保存状
態がよかったのは、砒素の働きなのである。砒素は生物組織を長く保存するという特性があるからである。
健康な人の髪にも微量の砒素が含まれているという 一八二一年五月六日（ナポレオンの死体解剖の日）に切りとられた〝毛髪〟は、グラスゴ
ー大学毒物学研究所所長であったハミルトン・スミス博士によっ 精査された結果、ナポレオンの砒素の含有料は、正常なばあい 十三倍の量があったという。ナポレオンは砒素によって殺されたとしたら、犯人はだれであっ のか。謀殺者は侍医のＦ・Ａであったようだ。
閑話休題。さて幕生らは、玄関の間
―
サロン
―
ナポレオンの居室へと歩を進めた。どの部屋もがらんどうであった。ただ後者の部屋には黒檀の台座の
うえに置かれ大理石製のナポレオンの胸像があった。 ぎに食堂に入 と、暖炉や炉だながあった。ついで召使の居室、玉突き部屋、台所、食堂などを見て回った。幕生らは、この茅
ぼろ
屋おく
におよそ六年の春秋を送った敗軍の将のことをおもい哀感を覚えた。
玉突き部屋に、来客芳名簿があったので、一行はそれに署名した。しばらく休息したのち 下士官の案内で内庭のほうから屋外に出ると 一五
〇坪ほどの庭に出た。生前ナポレオンがみずから草木を植え、みずから愛した地である。そこに扇形の小 い池があった。往時、ナポレオンが小魚にエサをあたえた所であるが、いまや水はくさり、白いアヒルのすみ になってい
（
77）
。この庭から四方を眺望したが、一面の原野であり、大き
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な木は一本もなかった。このあと一行は、下士官の家に招かれ饗応をうけた。ふつう旧宅見物には、一人につき二シリンダ払うことになっていたが、日本人のゆえか、無料入場をゆるしてくれた。けれど二十六、七歳くらいの美人妻に、日本人十二名の代金として七ドルあたえて帰った。
ナポレオンの旧宅を出た一行は、西の方角に三〇〇メートルほど行った所にある「ニューハウス」にむかった。そこは旧宅よりもりっぱな家で
あったが、さびしい感じがした。そこにかってナポレオンと共に従軍したことがあるリュスマンという退役陸軍少佐が妻 いっしょに管理人として住んでいた。年のころは七十歳台であった。入口の右の壁に、ナポレオン夫妻の絵があり、また居間には先帝の臨終の図があった。
それより一行は再び馬車に乗ると、別路をとって「プランテーション・ハウス」 （総督公邸）にむかった。
ナポレオンの家。この写真は住居を再建したのちに撮ったものか。E. L. Jacksonの
前掲書より。
イギリス政府がナポレオンのために建てた家（銅版画）。William Forsythの前掲書
より。
上り下りの多い道ではあったが、あたり
の景色はよかった。青草が茂り、滝や大樹がある所もあった。やがて門内に入ると、いろいろな花草がたくさん見られた。総督は午前十時ごろ日本人が来るものと思い、お昼ごろまで待っていた 、午後所用があり外出したという。留守番の者に案内され、客間に通される 、茶・酒・菓子などを供された。やがて机の上でめいめい姓名をしたため、明日市中で会うことを約束して辞去し 。
ロングウッドをあとにするとき、十二、
三歳の少女が花を手にしてやってきたので六ペンスを出して 束を求め、それを馬車の左右に付けて走った。
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帰路、ふたたびハッツ・ゲイトの休息所に寄り、ビールなどを飲んだ。そのとき近
くのカトリック教会の神父がやって来て、教会を訪れて欲しい、といったので、そこにおもむいた。その折、来客芳名簿に署名した。やがて教会の前で馬車にのると、ラダーヒル（はしごの丘）にある砲台を訪れた。セントヘレナの岬には砲台が三つありここはそのうちの一つであった。砲台は三層の造りであり、数十門の大砲を備えていた。赤い軍服を着、肩に銃をかけ 兵卒五名が当番をしていた。その後、兵舎 出て、ふた び馬車にのり、坂道を下りながらジェームズタウンの町にむかった。
山下岩吉の肖像（三崎ユキ氏の祖父）
ストラーズ・ホテルの前に先着の馬車が着いたのは、午後四時四十分ごろであり、そのあと後続の馬車二台が到着した。赤松はしばらく休息し
たのち、オランダの代理領事モスの家を訪れた。六時ごろ町中にある堡
ほう
塁るい
（とりで）に登ってみると、六〇ポンド砲二艇と三〇ポンド三挺が備え
てあった。また林の中 砲台には迫撃砲が数門備えられていた。夕飯は七時にはじまった。夕食後、田口・古川・上田・山下ら四名は、本船テルナーテに帰った。他の者はみなホテルに泊った。
同夜、空をあおぐと空いっぱいに灰色の雲がおおっていた。学生取締・内田恒次郎は、久々に歌を一首詠んだ
（
78）
。
去さり
わたる
　
古いにしえ
江思
おも
ふ心
こころ
から
　
なお影
かげ
くもる春
はる
の夜
よ
の月
つき
三月二十八日（文久三・二・一〇） 、出帆を目前 して諸勘定をすまさねばならず、忙しかった。早朝、勘定不足のため、沢・津田・西らはテ
ルナーテ号におもむいた。しばらくして沢が古川に御用金をもたせて帰 てきた。ついでモス宅に出むき支払いすませた。
二日分のホテル代（酒代をふくむ）……一人約一ポンド馬車代………………………………………一車、約三ポンド馬使用料… 一頭、約 五シリ グ
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三日分のはしけぶね及び船頭の代金……二ポンド半
この日の朝、小鳥売りの黒人がやってきた。大きさは雀ほどであり、姿はカナリアのようであった。沢はホテルの近くにある店に行き、土産用
に島の名所（ナポレオンの墓所、旧宅）などの写真などを求めた。その代金は、四枚で四ドル一八セント（メキシコ銀）であった。
十時に一同、朝食をとった。前日の午後四時半ごろ、ロッテルダムのオランダ商船が一隻入港した。この船の船長は、テルナーテ号の船長の友
人であったので、共にホテルにやってきた。その船長がいうには、先日マダガスカル（アフリカの南東沖
―
インド洋上の島）沖で台風に遭い、
マストや帆をうしなったばかりか、浸水がはじまり、三昼夜ポンプで水を押し出せねばならず、積荷 十分の一も、水びたしになったという。
テルナーテ号もマダガスカル近海で三日ほど悪天候に見舞れたから、そのころと符号する。日本人の乗った船は、この難を免れたから、幸運で
あった。
榎本・沢・伊東・赤松らは、各国領事館 招きにより、遊歩 出た。そのときスウェーデン・ノルウェー領事館、 メリカ領事館 訪ね が
招待した目的は、変った風体の日本人をじっくり見るためであっ ようだ。まずスウェーデン・ノルウェー領事館を訪れた。領事の名は、ウィリアム・キャロルという。同人はスウェーデンとノルウェー領事を兼ねていたものか。セ トヘレナ生れの齢は七十三。ナポレオンがこ 島にやって来たとき、その姿を見たという。子どもが三人あ て、長男は三十歳ほど、長女は二十二歳、次女は十二、三歳であった。しばらくすると、アメリカ領事がやってきた。名はジョージ・ゲラ
- という。すこしオランダ語ができたので、日本人はかなり聞き取ることができた。かれはつぎの
ような話をし 。―
これから日本は、諸方に軍艦や商船をお差し出しになることでしょう。この島はヨーロッパに至る途中にあるので、船舶はここで薪水を補給
いたします。お国の商船もセントヘレナに来ることもあるでしょう。ご帰国のみぎり、貴国の要人にこ 島 ことをよろしくお伝え下さい
（
79）
。
　
日本人は承知いたしましたと答えた。一同、茶 菓子の接待をうけたのち こんどはアメリカ領事館を訪れた。アメリカ領事は、五十歳代のひ
とである。五ヵ月前にこの島にやって たという。歩兵大尉の男の子が一 いたが、南北戦争において戦死したという。しばらく て四人はホテルに帰った。
昼食は、オランダ人たちといっしょに摂った。赤松ら四人（内田、沢、伊東 ）と職方らは、遊歩に出かけ 小物などを買い求めた。榎本 病
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留守であったが、姉妹が出てきて、まるで旧友のごとく
（
80）
歓待してくれた。姉の名はエ・エム・エイッチ・プリチャード、妹の名はドーラ・エフ・カ
ー・プリチャードといった。四人の日本人は、妹に案内されて庭内の草木の説明をうけたのち、屋内にみちびかれ、そこで夫人からビールや茶菓子の接待をうけた。土地の者が日本 を見て招き入れたのは、サムライがよほど珍しかったからであるが、ことばが通じないのでお互い困った
（
81）
。
辞去するとき、長さ約二十五、六センチ、幅約二十センチほどの、頁
ページ
のまわりに唐草模様がからみ合ったものの中央に、オランダ語で文久三年
二月八日（一八六三・三・二六）をセントヘレナを訪れたことをしるし、その下につぎのように署名した。
（ここにオランダ文がある。が、
判読できない―引用者）
Oetida Tsunedjiroo
Ito Genpaku
Sawa Tarozaemon
Akamats Daisaburoo
文久三年
癸みずのとい
亥
二月十一日赤松大三郎沢太郎左衛門伊東玄伯内田恒次郎
いにつき本船へ、職方らはホテルに戻った。その後、赤松らは本通りをまっすぐ進み、右 まがり、小橋を渡ると、こんどは左に折れ、兵舎のまえを通り、学校がある所に出た。そこをさらに右にまがると、花屋にいたった。そ 店に 、ナポレオンが用いたという茶わんや皿があり、一同それを見せてもらった。
ついで内田、伊東、沢、赤松ら四名は、広い庭を有するイギリス人の家を訪れた。
家名は「キャブリアン・カティヂ」 （
C
am
brian C
ottage ―
〝ウェールズ人の小さ
い家〟の意）という。そこは海岸から、七、八〇〇メートルの所にあった。主人は
取締　内田恒次郎。この写真は渡蘭
後にハーグで撮ったもの。
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幕生４名（内田,伊東,沢,赤松）の署名。米
窪太刀雄著『海のロマンス』より。
後日、主人のプリチャードはペンをとって、つぎのような英文を書き添えた。
26 M
arch 1863
S
ignature of Japanese naval officers at S
t. H
elena, M
arch 26
th 
1863.
V
isited C
am
brian C
ottage on the 26
th and again on the 28
th.
（一八六三年三月二十六日、セントヘレナを訪れた日本の海軍士官の署名。二十六日に「キャンブリアン荘」を訪れ、二十八日再訪す。 ）
注・日本人が記した訪問日
―
文久三年二月十一日は陽暦の一八六三年三月二十九
0
日にあたる。したがって一日のずれがある。
やがて一同が帰ろうとするとき、沢はロングウッドの景色を写した写真をもらったので、夫人に水晶の小玉を贈ると、大いに悦んでくれた。また隣家の家族（女性たち）は、四人をひきとめて返さず、茶菓子を出すやら、音楽を奏するなどして歓迎してくれた。
一行はもと来た道をひき返しホテルにもどると、ビールやパンなどを口に
入れ、本船に帰る用意をした。これによって内田、沢、伊東、赤松らは勘定をすませ 皆に別れのあいさつをしたのち、午後六時ごろテルナーテ号に戻った。一同本船において島のことをあれ 話していると 甲板のほうがさわがしいので何事かと思っ 見に行くと、白
ムラート
黒混血児の売春婦がたくさんい
た。それは女を取り合うための騒ぎで った。 「
黄たそがれ
昏
帰船、波静かにして
―
妓女」 （ 「沢太郎左衛門航海記」 ） 。
翌三月三十日（文久三・二・一二）午前七時
―
テルナーテ号は、ジェー
ムズタウン港を出帆し、北北西にむかった。海上は静かであり、貿易風のお
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かげで快走をつづけることができた。
一
　
遣露留学生。
一八六六年一月二十一日（慶應元・一二・五）
―
ロシア艦ポカテール号は午後二
時ごろから汽走に移り、五時ごろセントヘレナに到着した。ケープタウンを出帆して十一日目のことであった。同艦にはつぎにし す遣露留学生六名が乗っていた。
伝習人取締格
　　
山内作左衛門
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［十三歳］
　
  （開成所
　
蘭学稽
けい
古こ
人にん
世話心得）
 
田中次郎
 
［十五歳］
　
  （同心次男）
 
大おお
築つき
彦五郎
 
［十六歳］
　
  （開成所
　
独ドイツ
乙学稽古人世話心得）
 
市川文吾
 
［十九歳］
　
  （同
　
仏学稽古人世話心得）
 
緒お
方がた
城次郎
 
［二十二歳］ （同
　
英学稽古人世話心得）
遣露留学生６名。この写真はペテルスブルクで撮ったもの。
内藤遂著『遣露伝習生始末』より。
これらのロシア留学生六名は、露都ペテルスブルクに到着したのち、五ヵ年間ロシア語のほか、ロシアの政治や学芸、海軍諸術などを研修する
予定であったが、中には病いにより、また大半は幕府倒壊にともない、所期の目的を果すことなく帰国せねばならなかった。
一行は、慶応元年七月二十八日ロシア艦ポカテー で箱館を出帆すると南下をつづけ、長崎・香港・シンガポール・バタビア・ケープタウンに
寄港したのち、この日ついにセントヘレナに入港したのである。この島はかれらの眼にはどのように写ったのであろうか。伝習人取締格・山内作左衛門は、つぎのようにスケッチしている。
大洋中の小孤島にて繞
ぜう
囲ゐ
（まわり）みな峨
が
峨が
たる石山にて。汀
てい
沙さ
（水ぎわの砂浜）の船をよすへき所なし。俄
にはか
に汀沙ある地に当りて些
わずか
の鎮
ママ
間（隙間の
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誤り？）に人屋（家）みえたり、こゝに碇
いかり
を放す。人居山腹又山頂に講架してみゆ、先年仏国のナホ
ママ
レヲンを滴（遷
せん
謫たく
の誤り？
―
罪によって遠方へ流
す）して
　
彼こゝに死すと云
いう
。其
その
屍しかばね
は仏国に帰葬して今
旧きゆう
墳ふん
（古い墓）のこれりと云
いう
この日、ジェームズタウン港には、各国の船が七隻停泊中であった。日の丸の旗を掲げたイギリス商船が目に入ったので、船員にわけを尋ねた
ところ、日本商品をヨーロッパに運ぶ途中、この島に寄ったとのこと。
一月二十二日（慶応元・一二・六） 、朝、小雨がふった。午後、幕生らははしけを雇って上陸し 。本船から波止場まで四、五百メートルの距
離であるが、船賃は一人四シリング（メキシコドルで一ドル）もし、一同その値段の高いことにびっくりした。
上陸後、 行はイギリス国旗を掲げた石門を通り抜けると、本通りに出た。道路わきの町家の多くは石造りであったが、屋根はブリキのところ
が多かった。その後 一行 どこへむかったものか明らかでないが、おそらく町中を遊歩したのち、ストラーズ・ホテルで休息したものであろう。
二十三日（慶応・一二・七） 、ロシア士官の勧めでナポレオンの墓所を見物 訪れることになり、山内と小沢は士官とともに上陸した。四輪馬
車を一台やとい入れ、 れに乗った。御者のほ 、もう一人しもべ（アフリカ人）が付き従ったが、そ 者は素足であったけど、おどろくほど健脚ぶりを示した。町からロングウッドのナポレオンの旧跡まで四里（約十六キロ）あるが そ アフリカ人は、山道の昇り下 にも疲労の色をみせなかった。が、ロングウッドに至る道筋にある休息所で、しきり ビールを飲ませてくれといったという。
やがて馬車は、石垣をめぐらしたナポレオンの旧宅がある敷地に近づいた。入口よりさらに進むと、小高き丘 小さな がみえた。それは木造
のにわか造りの家であり、ナポレオンが亡くな まで過した家であった。
ロシア留学生が見たその家は、五年前の一八六〇年に再建されたものであろうから、必ずしもナポレオンが暮していた当時 ものでない。幾分、
縮小して建てなおしたもの ろう。家の造りは ほぼ長方形であった。規模は
―
長さ……約十六メートル
　　
幅……約六メートル
高さ……約十メートル
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それより一行は、再び馬車にのり山道を行くと、やがて平路に出た。そこから眼下を見おろすと、青々とした緑の樹木や草が生い茂った窪地が
あり、あたりの全
パノラマ
景はひじょうによい眺めであった。そして更に山腹に至ると小路があって、そこで馬車を降りた。
三人は御者やしもべと共に小路を下って二百メートルほど行くと、八間四方（約十六メートル）六十四坪ほどの鉄柵に取り囲まれた墳墓に行き
当った。そこに一枚岩を敷いたナポレオンの墓碑があった。あたりの景色は、谷間の幽
ゆう
邃すい
境を形造っていた。山内は、その情景をつぎのように描
いている。
此地（ナポレオンの旧宅）を去
さ
る事
こと
十余丁（千数百メートル）にして古墳あり、四囲寛
ゆ
るやかに垣を繞
めぐら
し、中に一
いち
丈じよう
余あまり
四方の鉄垣を囲
めぐら
して一片の大
石を敷
し
く、もとここに葬りしか、今は仏国に帰葬すると云
いう
。
≪再建したナポレオンの居宅の見取り図≫
間数はぜんぶで七つほどある。玄関を入ると、つぎの間（むかしはサロン
であった）は、ナポレオンの居室になっていた。中庭に面して窓が二つあるが、窓の間の壁に 大理石製のナポレオンの胸像が置かれていた。
ロシア士官と山内・小沢らは、それより皇帝の遊戯の部屋（むかしはナポ
レオンの居室、寝室、浴室などがあった）
―
玉突き部屋に入ると、そこに
置かれていた来客芳名簿に署名したものであろう。山内はナポレオンの旧宅訪問につい 、つぎのようにしるしている。
ナ
ホママ
レヲンの旧居
　
今いま
猶なほ
古き
儘まま
に存せり、書（書物）を
置おき
又また
は
臥が
起き
（ねお
き）し
　
食事せしと
云いう
、座敷
湯ゆ
殿どの
（浴室）等みな仏の守衛人（フランスの管
理人）ありて指
し
点てん
（指さして説明する） 、
其その
絶命せし席
せき
（居間）に白蠟石（大
理石）もて作れる一つのそ像（ナポレオンの胸像）
有あり
、死後
故ゆへ
目を眠りて瞳
を点せす
　
此室に簿
ぼ
（来客芳名簿）ありて
　
来訪の人々の姓名を止
とど
む
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旧きゆう
塚ちよう
幽ゆう
（むかしの墓）草花を開て
垣えん
墻しやう
（かきね）をまとひ、
古こ
木ぼく
葉茂くして
幽ゆう
鳥ちよう
なく、英雄去りて
故こ
墟きよ
（昔の建物の跡）
空くう
く々う
（むなしい） 、野草
凋てう
喪そう
し（枯れしおれる） 、牧羊かなしむへし、目にみる風景幽閉に堪たり。此
この
辺あたり
全島中に於て幽邃の地といふべし
やがて一行は墓所の見学をおえるや帰途についた。帰り道は下りになっているので、馬車は町に近づくころ、ブレーキをかけながら徐行せねば
ならなかった。
この日、島内見物に要した費用は、酒代をふくめ一人十六シリングであった。山内は町でセントヘレナ島案内（英文の小冊子） 求めた 、そ
の代金は十二シリングであった。
翌一月二十四 （慶元・一二・八）の午後二時ごろ、ポカテール号はかまをたきながらセントヘレナを出帆した。ポカテール号は、ケープタウンを出帆するとき、食料として牛や羊などをたくさん艦に積み入れたが、セントヘレナでは牛・羊を一頭も求めな
かった。しかし、秣
まぐさ
（ほし草）だけは求めたようで、それは柔らかで質もよかった。セントヘレナ島は、豊かな緑葉と肥えた土地、水にもめぐま
れ、肉や魚や野菜・果物も豊富であった。ロシア留学生の一行は航海中、新鮮な野菜や果実をあまり口にすることができなかったが、この日、山桃・カボチャ・山梨・キュウリ・バナナなどを食べたようである。
一（明治元）
八六八年七月七日
―
この日、アメリカ合衆国の海兵隊に属するハートフォード号は、セントヘレナ島のジェームズタウンの町から約二マイ
ル沖に投錨した。ジェームズタウンの町はけわしい峡谷にあった。錨を投じてほどなくして、礼砲を放つと、それに応えて砦の方から二十一発の答礼があった。やがて検疫官や物売り、洗たく女たちがやってき 乗組員はさっそく上陸 たかったが、士官しか許されなかった。
ジェームズ・Ｂ・ローレンスという士官（階級不詳）は、幅の広い遊歩道の東の端にある
―
小さな桟橋に上陸すると、しばらく遊歩道のうえ
を歩き、ついで堀を渡り、町中に入った。海岸から見て左側にはホテルが二、三軒目に入り、右手には邸宅や庭園 通りのずっと先には教会がみえた。この士官は、友人を待つあいだ急勾配のラダーヒル（はしごの丘）を登ってみ が、長さが七〇〇フィート以上もある上り道は、相当骨のおれるものであった。
やがて士官たちは、老いぼれ馬を借りると、ロングウッドを目ざした。まず訪れたのは、町から一マイルほどのところにある〝ザ・ブ アー
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ル〟 （このころ町の裕福な雑貨商ソロモンとモス両人が共有する別荘）である。不毛の島にこんなすばらしい所があることにおどろいた。ついで〝柳ウイロウ ・ カティヂ
の小屋
〟と呼ばれる休息所にいたり、ここでビールを飲んだ。さらに馬の歩を進め、ナポレオンの墓所にむかった。墓守りのフランス人の軍
曹がいて、同人からいろいろ説明をうけた。
十本の糸杉が墓のうえに影を投げていた。また墳墓をおおっていたのは、飾り気のない大理石の平石であった。そしてその石の囲りは、ジェラ
ニウムでおおわれていた。囲 地の上手のほ に小さな家が一軒あった。それは墓守りのフランス人夫婦 家であり、別
べつ
棟むね
は訪問者の休息所にな
っていて、そこには来客芳名簿が置いてあった。その名簿は、名前でい ぱいになると、パリに送られるということであった。
ついで士官たちがむかったのは、 〝オールド・ロングウッド・ハウス〟と呼ばれるナポレオン 旧宅である。半マイルほど行くと〝ハッツ・ゲ
イト〟と呼ばれる小聖堂と休息所がある所に たった。そこからさらに半マイルほど平らの道を行くと、ナポレオンの終えんの地にいたるのである。道の右手には平地がつづき、左手には深い、絵のように美しい峡谷がみられた。一行は断崖の端にそって進んだが、下を見おろすと目がくらくらするようであった。
ナポレオンの旧宅に着いたのは、お昼ごろであった。小さな門をくぐって敷地内に入った。男の子が二人 手綱をとった。旧宅は十字架の形を
していた。十字の部分、すなわち玄関の間から入り、居室、食堂・寝室・浴室・図書室・予備の部屋（将官の部屋） ・台所・倉庫などを見てまわったが、どの部屋にも家具はなか た。こ あと〝ロングウッド・ニューハウス〟と呼ばれる イギリス政府がナポレオンのために造った新宅を訪れるつもりであったが、日暮れまで町にもどらねばならなかったので 外観を見るだけにし 帰途につくとき、ハッツ・ゲイトの近くで仲間が落馬し、あやうく崖に落ち ところを、ヤナギのかん木をぐっとつかんたために命びろい した。
当時の島の人口は、約六〇〇〇であったという。一
　
東京高等商船学校の練習船「大成丸」の寄港。
幕府のロシア留学生がセントヘレナを訪れて、約五十年後の一九一三年（大正二）三月十五日の朝
―
東京高等商船学校の練習船「大
たい
成せい
丸まる
」は、
ジェームズタウンの茶色の入江に錨を投じた。甲板から、 じんまりとした さな、たのしそうな町がみえた。物さびれ その小さい町の赤い屋根と深緑がよい対照をなしていた。用務 おびて早速上陸した者から 島のようすを聞い 。
108（39）
セントヘレナの日本人
どうにもこうにもえらい所だといって、気味のわるい笑い方をした。色の黒いなかなかの美人が、はだしで歩いているという。島には三週間に
一回、便船がやってくるという。
このとき大成丸に、若き日の米
よね
窪くぼ
満みつ
亮すけ
（一八八八～一九五一、大正・昭和期の労働運動家、戦後片山内閣の労働大臣）が、練習生として乗り組
んでいた。かれは文才にめぐまれ、海や海員をテーマとする書物を何冊か著わしたが、大成丸の世界周航記を〝米窪太刀雄〟のペンネームで『東京朝日新聞』に連載し、のち『海のロマンス』と題して大正四年（一九一五）二月、中興館と誠文堂両書店から刊行され、ベストセラーとなった。
この周航記は、明治四十五年（一九一二）七月から大正二年（一九一三）十月にわたる十五ヶ月
―
三万六千マイルの大航中の感懐、見聞など
を書きつづり、それを寄港先から新聞社に送ったものである。日本を出発するまえ、幕生・沢太郎左衛門の子息鑑之丞より、亡父の渡蘭日記の一部をしめされ、そのことが機縁となって、沢らオランダ留学生と交歓した少女（このとき老
ろう
嫗おう
であった）と会うことができた。
練習生・米窪は、和田教官や仲間 ナポレオンの墓や故
こ
宅たく
を訪れた。ナポレオンの墓は、墓というよりは〝陵
りょう
墓ぼ
〟の跡と呼ぶほうがいっそう適
切かもしれぬという。一面 芝草の だ中に、長さ二間、幅一間ほどの切り残された〝白い空地〟があり、コンクリートで固めた花崗石の蓋
ふた
石いし
と
アンボイナに寄港したときの「大成丸」
「大成丸」の練習生
ナポレオンの墓。米窪太刀雄著『海のロマン
ス』より。
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鉄柵との細長い余地には、ジェラニウムの花が咲いていた。
このあとかれらは案内役のローレンス老人とともに、ロングウッドの平原に出るために、墓地の南側の坂道をのぼって行った。曲がりくねった
道を三マイルほど行くと、遠方に小さな家が二、三軒みえた。ナポレオンの故宅がある所である。
斜面を上りつくした所に、形ばかりの小さなそまつな〝門〟があり、これを中心に低い生
いけ
垣がき
があった。ナポレオンの白い旧宅は、東西に長く、
南北にみじかく、丁
ちよう
字じ
形をなしていた。この館
やかた
は、一七四三年に総督ダムバーが予備の食糧庫として造ったものであり、後年改造されて副総督の
住居となった。が、一八一六年以降ナポレオンの寓居として用いられた。 わば間にあわせ的な家であり、もともとが納屋であったから、ネズミが多かった。
米窪らは、日本のサムライがいまから五十年ほど前にこの島を訪れたとき、現地の人々がかれらを歓待したことを聞いていないか、土地の者に
尋ねたが、だれひとり知っている者はいなかった。友人らは「なあ君、ひとつミス・プリチャードで聞いてみようじゃないか」といったので、その通りにすると、うまいぐあいに的中した。かってのプリチャード嬢は、いまやプリチャード夫人となって町の上手にいることがわかった。
日本のサムライたちと会ったとき、彼女は七、八歳であった。プリチャード氏の三女であることがわかった。もう六十に手がとどく、人づきの
よい、しかし、心も身体はあ り丈夫 えない 人の老女が、日当りのはげしい窓をさけて、すこしうす暗い、涼しい部屋の すにすわっていた。
子ども心にも、チョンマゲをゆい、ぶっ割き羽織に袴をはき、腰に大小をたばさんだ異様なすが は、いか も珍しく、殺
さつ
伐ばつ
にみえたという。
このとき件のアルバムを見せてくれた。そこには内田・伊東・沢・赤松ら四名の署名と但書が った。大成丸の乗組員が、キャンブリアン・カティヂのプリチャード夫人を訪ねたことを、 『東京朝日新聞』 （大正二・六・ 付）は つぎのように報じた。
大成丸航海中の一奇
き
談だん
▽セントヘレナの一老
らうおう
媼
▽五十年前航海の記念
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『
其その
頃ころ
同家には
九マ
歳
の
娘むすめ
が一人居つた
　
其その
娘むすめ
が今回訪問した大成丸の乗組員に面會して
　
満まん
面めん
に
喜き
色しよく
を
湛たゝ
へ
　
一冊の記念帳を持出し
　
兩りやう
眼がん
に涙を浮べ
て
　
當年の事質を物語つた老
らう
媼おう
である
　
僅わづか
に九歳の折
なり
なれば
　
朧おぼろ
氣げ
に吾
われ〳〵
々の風
ふう
姿し
佩はい
刀たう
の様
やう
子す
なども物
もの
語がた
つたと云
い
ふ事
こと
であるが
　
當年の九歳
さい
の小
こ
娘むすめ
が已
すで
に
六十餘
よ
歳さい
の老
らう
媼おう
となつた今
こん
日にち
、昔を追懐して遠
ゑん
來らい
の日本人を招待したと聞いては
　
予よ
も亦
また
五十年
ねん
の昔を偲
しの
び無
む
量りやう
の感
かん
に堪
た
へない』
大成丸が碧
あお
く澄
す
むジェームズタウン港に投錨したとき、港内にいた船といえば、古くてきたない巡洋艦一隻と、ひょろ長いエントツをもつ、く
たびれた小蒸気船が二隻だけであった。これらの時代おくれの船は、水運搬船であった。何度も陸とのあいだを往来しては、平押しポンプで清水を供給した。
大成丸も二十一トンばかり、水を積み入れたが、そのしごとは朝の九時にはじまり、午後三時ようやくかたずいた。セントヘレナ島は二十世紀
になっても、文明や時代の進歩から取りのこされたような島であったようだ。全島で用いる灯火は、ローソクまたはパラフィン油、ランプを使っていた。町で唯一電灯をつけていたのは、自家用の発
ダイナモ
電機をもつ素封家ジャクソン商店だけであった。碇泊中、賄
まかな
い方は島の魚を食卓に出そうと
したが、同じ魚を二百とそろえることができなかった。そればかりか、二日目に練習生が上陸したとき、絵葉書が売れ切れてしまったし、郵便局へ行くと局長と助手が外に出かけ不在であったので、切手すら買えなかった。イギリスの軍艦が年に二度ほど入港するので、埠頭に石炭が積みあげられてい 。島には教育機関 して小学校が八つ（生徒六三九人）とレース（透かし）細工 学校が一つあるだけであった。
大成丸はセントヘレナに五日間碇泊し、三月二十日の午前十時に出帆するのだが、乗組員 二度とこの島を見られないであろ 、と思うと、さ
すがに淡い哀愁をそそられたようである。
むすび世界から取り残された孤島セントヘレナは、スエズ運河が開通するまえ、ヨーロッパとアジアを往来する船にとって交通の要地であった。帆船
時代、多くの船舶はこの島に寄港し、水や食糧を補給したのち、ふ び苦難の航海をつづけたが、船乗りは碇泊中いっとき安らぎを覚えたことであろう。
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セントヘレナを訪れた日本の船舶の数はけっして多いとは思われないが、約四百五十年以上も前から日本人はこの島のことは知っていた。幕末
になって、二度ばかり幕生の一行がセントヘレナに上陸し、ナポレオンの墓や旧宅を訪れ、ありし日の英雄をなつかしみ、文化遺産ともいうべき貴重な記録を残してくれた。
こんにちこの島を観光客として訪れることは至難の技とされている。が、不可能というわけではない。体力と財力とかたい意志があれば訪れる
ことは可能である。
大成丸が寄港した当時、イギリスのユニオン・キャッスル・ライン（
U
nion C
astle L
ine ―
一八五三年創立。南アフリカ自治領政府の保護を
うけつつ運営された
（
82）
）の船が三週間に一回寄港した。この船会社は一九七〇年代まで約一二〇年にわたって営業をつづけた。が、採算がとれない
ために、一九七七年（昭和
52）の秋をさいごとして定期航路サービスを廃止した（ 「セントヘレナを訪ねたサムライたち」 ） 。
しかし、いまはイギリスやアセンション島（アフリカ西方の英領。セントヘレナに属する火山島。同島から一三〇〇キロ離れている）やケープ
タウン（南アフリカ共和国の首都）から船を利用するし ない。こんにちケープタウンからセントヘレナ運輸会社所属の貨客船「Ｒ
アー
Ｍエム
Ｓエス
　
セント
ヘレナ号」 （六七六七トン）が定期的に通っているようだ。ケープタウンから まで四日の行程である。
空路のほうはどうか。第二次世界大戦ちゅ の一八四三年（昭和
18）―
ドイツのＵボート（潜水艦）を哨戒するために飛行場を建設する計画もあったが、中止され
た。
二〇〇五年（平成十七年） 、イギリス政府はセントヘレナに飛行場を造ることを発表し、二〇一一年（平成二十三年）十一月着工したが、工事
はとどこおっているようだ。ばく大な工事費がかかるからである。飛行場は二〇一五年（平成二十七年）には、完成する予定である。空路がひらかれる 、ナポレオン終えんの島を訪れることは、見果てぬ夢におわることはない。
＊
セントヘレナ島に寄港した主なる船舶の一覧表
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一
）
（（
（天文
五五三年の夏（？）………キリシタン（ベルナルド）上陸（？）
一
）
（（
（天正
五八四年五月二十七日… 天正遣欧少年使節ら寄港。十一日間碇泊。
 
六月六日…………出帆。
一
）
（（
（慶長
六一四年の夏（？）………イギリス東インド会社所属のクローヴ号、日本人船員（十五名）を乗せて寄港。同船は一六一四年九月末にプリマスに到
着。
一
）
2
（寛永
六二五年二月（？）………デンマーク船寄港。
一
）
3
（文化
八〇 年 月四日……… ロシアの航海家・クルーゼ シュテルン 艦隊寄港。四 間碇泊。
 
五月八日…………出帆。
一
）
（（
（文化
八一五年十月十五日………ナポレオン、英艦ノ ザンバランド号で到着。
一
）
（（
（文化
八一六年六月二十七日… 英特使アマーストを せた英艦シーザー 寄港。一週間碇泊
 
八月十一日………那覇を訪れた英艦ライラ号寄港。
一八二一年五月五日…………ナポレオン、ロングウッドにおいて死去。一
）
6
（嘉永
八五三年一月十日…………ペリーの 本遠征艦隊 旗艦ミシシッピ号寄港。
 
一月十一日………出帆。
一
）
5
（安政
八五八年一月二十七日……ペリーの日本遠征艦隊のポーハタン号寄港。
 
二月一日…………出帆。
一
）
3
（文久
八六三年三月二十六日……幕府のオランダ留学生 名を乗せた蘭船テルナーテ号寄港。
 
三月二十九日……出帆。
一（慶応元）
八六六年一月二十一日……幕府のロシア留学生六名を乗せた露 ポカテ ル号寄港。
 
一月二十四日……出帆。
一（明治元）
八六八年七月七日…………米艦ハートフォード号寄港。
一
）
2
（大正
九一三年三月十五日… 東京高等商船学校 練習船「大成丸」寄港。五 間碇泊。
 
三月二十日………出帆。
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